
（別紙４）

～ 令和8年1月16日

（対象者数） 2名 （回答者数） 2名

～ 令和8年1月16日

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

～ 令和8年1月16日

（対象数） 2校 （回答数） 2校

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 一人一人に寄り添い、支援の方法を皆で考える。

2 本児の成長にあわせた更新を行う。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
本児、保護者の困り感を共有し、支援の方向性を学校と一緒

に行う工夫をする。

2
知ってもらうことで、理解、協力に繋がっていくと思うの

で、活動についての発信を積極的に行っていきたい。

3

本児の不安、ご家族の不安を取り除きながら、寄り添ってい

る。
ご家族の困りを聞く。

訪問支援で得た情報を、家庭や放課後等デイサービスに

フィードバックし、学校生活を円滑に行えるための支援を行

う。

学校生活における困り感を解消するための個別ツールの作

成、使用。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問先（学校）との連携。 相手先の理解に繋がる連携。

保育所等訪問支援についての周知。 全体における保育所等訪問支援についての周知不足。

令和8年1月5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年1月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和8年1月5日

○事業所名 ゆにーく

○保護者評価実施期間 令和8年1月5日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


